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序章 

第 1章：問題と目的 

1．1 問題と目的 

他者に対して直接的な援助を求める行動を援助要請行動という（DePaulo，1983）。石黒・

榎本・山上・藤岡（2016）は，援助要請スタイルの違いにより大学の生活適応感に差が生じ

るかを検討した。その結果，必要時にのみ援助を要請する自立型が必要であると示唆された。  

自己愛傾向とは，一般青年における自信や優越感などの自分自身に対する肯定的感覚，さ

らにその感覚を維持したいという強い欲求である（清水・川邊・海塚，2014）。自己愛傾向

の高い個人は，対人場面で攻撃的に振舞ったり，他者を卑下したりする不適応行動に結びつ

きやすい（Campbell，Brunell，＆Finkel，2006; Bushman＆Baumeister，1998;Smalley＆

Stake，1996）ことも明らかになっている。自己愛傾向の高さによって，他者に対して否定的

な印象を与えてしまい，孤立してしまい，不適応につながると考えられる。 

援助要請は自分自身の対処能力の低さを他者に伝える側面を持つ（永井，2016）ことから，

自己愛傾向の高さが他者に援助を求めるかどうかについての認知的枠組みである被援助志向

性（水野・石隈，1999）に影響すると考えた。 

そこで，本研究では，大学生を対象として自己愛傾向が被援助志向性，および援助要請ス

タイルと適応感に及ぼす影響について以下の仮説を検討することを目的とする。 

 

第 2章：研究方法 

2．1 調査対象者 

 都内の A私立大学に在学している 18～24 歳の大学生・大学院生 229 名を対象にした。 

 

2．2 手続き 

対面とオンラインの２つの方法で質問紙調査を実施した。 

 

2．3 期間 

2023 年５月 19 日～2023年７月 14日 

 

2．4 質問紙の構成 

I. 自己愛傾向 小塩（1998）の自己愛人格目録短縮版（NPI-S）。「優越感・有能感」，「注

目・賞賛欲求」，「自己主張性」の３つの下位尺度から構成される。30 項目，５件法。 

II. 被援助志向性 本田・新井・石隈（2011）の被援助志向性尺度。「被援助に対する期待

感」，「被援助に対する抵抗感」の２つの下位尺度から構成される。本研究では，「援助者」

という表現を「友人」に修正したものを使用する。13項目，４件法。 

III. 援助要請スタイル 永井（2013）の援助要請スタイル尺度。「援助要請自立型」，「援助要

請過剰型」，「援助要請回避型」の３つの下位尺度から構成される。本研究では，自立型

と回避型に該当する８項目，７件法を用いる。 

IV. 大学適応感 大久保・青柳（2003）の大学生用適応感尺度。「居心地の良さの感覚」，「被

信頼・受容感」，「課題・目的の存在」，「拒絶感の無さ」の４つの下位尺度から構成され

る。29項目，５件法。 

V. フェイスシート 年齢と性別に関する質問を設けた。 

 

2．5 倫理的配慮 

桜美林大学研究倫理委員会の承認を受けて行った（受付番号 22074）。 

 

2．6 仮説 

仮説 1 「優越感・有能感」と「注目・賞賛欲求」が「被援助に対する抵抗感」に影響を及ぼ

し，回避型の援助要請スタイルを促進させる。「自己主張性」は「被援助に対する

期待感」に影響を及ぼし，自立型の援助要請スタイルを促進させる（Figure１）。 
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仮説２ 「優越感・有能感」や「注目・賞賛欲求」は大学適応感へ負の関連を示し，「自己

主張性」は大学適応感への正の関連を示す。 

仮説３ 自己愛傾向の他の下位因子に比べて「優越感・有能感」や「注目・賞賛欲求」が高

い群では大学適応感が低く，「自己主張性」が高い群では大学適応感が高い。 

 

 

第 3章：結果と考察 

3．1 自己愛傾向，被援助志向性，援助要請スタイル，大学適応感を包括するモデルの検討 

自己愛傾向，被援助志向性，援助要請スタイルが大学適応感に与える関連を検討するため

にパス解析を行った（Figure２）。大学適応感に対しては，「優越感・有能感」が正の有意

なパス，「注目・賞賛欲求」，「抵抗感」，「回避型」は負の有意なパスを示した。「注

目・賞賛欲求」が高まることで，「抵抗感」や「回避型」が高まり，大学適応感が低まるこ

とが明らかになり，仮説１は部分的に支持された。また，大学適応感へのパス係数を比較す

ると，「優越感・有能感」のパス係数が 0.68，「注目・賞賛欲求」のパス係数が‐0.13であ

り，「自己主張性」においては有意なパスが見られず，仮説２は支持されなかった。 

Figure 1 本研究の仮説検討モデル 

Figure２ パス解析結果 

注）「抵抗感」は被援助に対する認知的な枠組み， 

「回避型」は援助要請行動を示す 

χ² = 5.250，df = 4，p = 0.26， 

GFI = 0.987，AGFI = 0.960， 

RMSEA = 0.037，AIC = 39.252 

注)「抵抗感」や「期待感」は被援助に対する認知的な枠組み， 

「回避型」や「自立型」は援助要請行動を示す 

 

正の関連 

負の関連 
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3．2 自己愛傾向が大学適応感に与える影響の検討 

自己愛傾向のパターンに分類するために，自己愛傾向下位因子を用いて Ward 法によるクラ

スタ分析を行い，３つのクラスタを得た。クラスタ１「自己愛傾向低群」，クラスタ２「注

目・賞賛欲求高群」，クラスタ３「自己愛傾向高群」ごとの被援助志向性，援助要請スタイ

ル，大学適応感の差を検討するために 1 元配置分散分析を行った。その結果，大学適応感は，

自己愛傾向高群>注目・賞賛欲求高群>自己愛傾向低群であった。このことから，自己愛傾向

全体の得点が高いこと，「優越感・有能感」や「自己主張性」が高いことが大学適応感の高

さに関係している可能性が示された。よって，仮説３は部分的に支持された。 

自己愛傾向全体の得点が高いほど，大学適応感が高いという結果が得られたが，自己愛傾

向を高まることで大学適応感を高めるとは言えない。自尊感情と関係のある「優越感・有能

感」を高めつつ，特に不適的な側面を持つ「注目・賞賛欲求」が高くなりすぎないように自

己愛傾向のバランスを保つことが大学適応感を高めることにつながると考える。 
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